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なぜ独立したのか？

フィンランドの保健教育は
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➢

➢ 「保健体育」と合科された教科

例：日本など

➢ 「保健体育」を含め関連教科（生物など）の中で

保健の教育内容が実施

例：中国、韓国など

「保健」が独立の教科

例：フィンランドなど

保健教育の形態
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Maija Rask氏 Lasse Kannas氏ら フィンランドの国民

・看護師出身の教育大臣
（文部科学大臣）
・保健科の必要性に理解し
誕生に尽力

・保健教育研究の第一人者
・保健科の確立と発展に尽
力した中心人物

・保健科が学校教育で重要
な教科であることを国民に
納得してもらうだけの理念
が必要

2001年保健科が教科として誕生

看護師が教育大臣になったことが大きな契機

・SPORTICUS.(2013). Uutiset［ウェブサイト］. 
http://www.sporticus.fi/lasse-kannas-jatkaa-tiedekunnan-
dekaanina-kaudella-2014-2017/（検索日：2022年6月21日）

・Uutiset.(2016).Opetusministeristä omaishoitajaksi – Maija 
Raskille mökkisiivouskin on meditaatiota[ウェブサイト]. 
https://yle.fi/uutiset/3-8857970(検索日：2022年6月21日)
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「全ての人が健康や病気、あるいはそれらに関係する
課題を知ること、あるいはどのようにしたら自分や他
の人の健康を保持増進できるか、どのようにしたら病
気を防ぎ治癒できるかを知ることは『権利』であるか
ら、健康について教えないことは倫理的に疑問の余地
がある」

保健科誕生の背景にあった理念

Lasse Kannas氏

Leena Paakkari.(2012)Widening Horizons.University of Jyvaskyla,pp.16.

・SPORTICUS.(2013). Uutiset［ウェブサイト］. http://www.sporticus.fi/lasse-kannas-
jatkaa-tiedekunnan-dekaanina-kaudella-2014-2017/（検索日：2022年6月21日）

健康は『権利』なんだ
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義務教育での保健教育の重要性

→保健科を作ることが「健康は権利」という権利の
擁護になる。「雨降り保健」と揶揄される日本にお
いて、「健康は権利」という認識が浸透し、保健教
育の重要性を再認識する必要があるのではないか？

日本の学校保健教育にも求められる視点
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Take Home Message

☑フィンランドにおける保健科の教科独立には
①看護師が教育大臣になったこと

②「健康は権利」という理念 が背景にあった

☑日本においても権利擁護のために義務教育に
おける保健教育の重要性を認識する必要
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